
株式会社メニコン

事業内容と今後の成長戦略

証券コード ： 7780



代表執行役社長 田中英成

1959年京都生まれ

愛知県出身

眼科医として病院勤務、
眼科医院開業を経て
メニコン入社

2000年、社長に就任



社名の由来

目にコンタクトだからメニコン

コンタクトレンズは高度管理医療機器

過去のテレビCMより



創業 米軍将校夫人との出会い

創業者 田中恭一と
コンタクトレンズ開発のきっかけとなった将校夫人



独学での研究
研究ノート

木曽川での
装用実験

独学で研究に打ち込み、試作品完成



オリジナル角膜レンズの開発

当時眼科医学界で
研究されていた
強角膜レンズ

田中の開発した
角膜レンズ

試作品が好評で、製品化へ。



企業スローガン

企業スローガン

「よりよい視力の提供を通じて
広く社会に貢献する」

をグローバルスタンダードに！



メニコンのこだわり

開発 製造 販売

自社で一貫
安全な製品を提供できる体制



✓ メニコン独自の技術と徹底した品質管理体制

メニコンのこだわり

切削加工精度0.01ﾐｸﾛﾝの切削機器

自動切削

コンタクトレンズ生産工場（岐阜県関市）

目視検査（全数）
ハードコンタクトレンズ
１枚１枚を人間の目で検品



過度な価格競争による市場破壊

コンプライアンス低下医療機器の日用品化

ユーザーにとってデメリット!

販売店:サービス低下 メーカー:開発困難

コンタクトレンズの
価格破壊



潰瘍

血管侵入

浮腫

コンタクトレンズの誤使用による病気

✓ 角膜かいようを発症した目



メルスプラン

月々の定額で、コンタクトレンズを
安心してお使いいただくサービス

キャラクター メル助



確実なお客様フォロー

安定した収益

（価格競争からの脱却）

安定した収益

サービスでお客様に還元

研究開発への投資

高品質なレンズ

適正なサービス

安心

メリットの
循環

販売店
（加盟施設）

メニコン

お客様
(メルス会員）

メリットの循環

✓ ３者それぞれにとってメリットのあるシステム

サービス向上、次世代製品の研究開発に貢献



「Menicon Miru」「Miru＋」 50店舗

エースコンタクト 80店舗

富士コンタクト 13店舗

シティコンタクト 18店舗

グループ合計 161店舗

メルスプラン加盟施設 1,533店舗

メルスプラン店舗合計 1,694店舗

メルスプラン店舗数「1,693施設」

＜2018/9末時点＞



メルスプラン累積会員数推移

（万人）

年平均成長率 5.1%
（ 2013年度～2017年度）

2017年度末 会員数 127万人



*2013年度から連結売上高

売上高の推移

百万円



コンタクトレンズラインアップ

✓ シリコーンハイドロゲル素材の１DAY
「１DAYメニコン プレミオ」

✓ フラットパックの１DAY「Magic」

✓ 1dayメニコンマルチフォーカル

乱視用ラインアップ

遠近両用ラインアップ



内面にさわらない「SMART TOUCH」

表裏の判別不要 レンズの内面にふれずに、簡単、清潔に使用

メニコン

他社

１．開ける ２．取り出す ３．装着

１．開ける ２．取り出す 4．装着3．ひっくり返す

清潔
&

簡単



コンタクトレンズラインアップ

✓ 季節ごとに変える3カ月交換の新たなカテゴリー
「フォーシーズン」

✓ メルスプラン専用商品として新発売

4色カラーの
3カ月交換レンズ

タンパク付着防止成分
配合のケア

3カ月交換ケース



コンタクトレンズラインアップ

✓ 国内初 乱視と老視が矯正できる
シリコーンハイドロゲル素材の２WEEKコンタクト
「2WEEKメニコン プレミオ 遠近両用トーリック」



海外事業の将来性

単位：億円
前年比伸長率

11.6%



コンタクトレンズ技術の応用

✓ オルソケラトロジーレンズ

寝るときはめる 起きたらはずす 日中は裸眼で過ごす

毎晩繰り返す



オルソケラトロジーレンズ

メニコン調べ

（百万円）

中国市場規模



新規事業 動物医療事業 メニワン

国産初のヒト用眼内レンズ

「白内障に苦しむ盲導犬を救いたい」

応用

犬用眼内レンズ

単位：億円

白内障の犬

年平均成長率 10.9%



新規事業 ライフサイエンス事業

ラクトフェリンの
サプリメントで身体の
内側からサポート

妊活をサポートする
サプリメント

葉酸・各種ビタミン・
ミネラル配合

プレグナ

プラリエ

ラフェリアイ・
ルナリズム

妊活をサポートする
サプリメント

プラセンタ・葉酸等配合



歴史の中で培った技術やノウハウを他の分野に応用

新規事業 アイケアPROJECT・環境バイオ

環境バイオ事業アイケアPROJECT

酵素技術を活用した
環境にやさしい事業新たなアイライフを提案

ルテイン入りドリップコーヒー



成長戦略 ～Vision 2020～

メルスプラン
会員数拡大

製品戦略
海外事業の
強化・拡大

新規事業へ
投資

メルス
プランの
成長

海外事業
の成長

新規事業
の成長

中期計画 Vision 2020 の達成
売上高1,000億円、営業利益率10%の実現へ



連結売上高・連結営業利益推移

売上高
（億円）

営業利益
（億円）

売上高 年平均成長率 4.3％
営業利益 年平均成長率 14.4%
（2013年度～2018年度(予想))



株主還元～年間配当～

✓ 1株あたり25円の予想

単位：円

（1月1日付で1:2分割したため、2014年度から2016年度は
株式分割したと仮定して算定）



株価・株式情報

2,931円（11/27終値）株価

100株
１単元の

株式数

http://www.menicon.co.jp/company/ir/IRサイト

ぜひ
「IRメール配信」へ
ご登録ください！



株主優待

✓ 当社製品・事業に関する株主優待内容

毎年３月31日現在の当社の株主名簿に記載または記録された当社株式１単元（100株）以上の
株式を保有されている株主様を対象としております。



免責事項および将来見通しに関する注意事項

• 免責事項

• この資料は投資家の皆様の参考に資するため、株式会社メニコン（以下、「当社」という。）の現状をご理解いただくこ
とを目的として、当社が作成したものです。

• 当資料に記載された内容は、2018年12月現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が
合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の事由により､ 予告なしに変更
される可能性があります。

• 投資を行う際は、必ず投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。

• 将来見通しに関する注意事項

• 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。
これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる
結果を招き得る不確実性を含んでおります。

• それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内およ
び国際的な経済状況が含まれます。

• 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正
を行う義務を負うものではありません。

問合せ先
株式会社メニコン 財務＆ＩＲ部
TEL ： 052-935-1646 FAX ： 052-935-2481


